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目的 

近年開発された骨盤底筋の弛緩をサポートする構造

を持った骨盤底サポーターの着用効果を使用者調査

により検証する。 

方法 

骨盤底サポーターは臀部後部から膣口を閉じる方

向に圧力を加え、膣口からの臓器脱出を防ぐ構造

になっている。本発表では骨盤底サポーターの着

用効果を使用者アンケートの分析により検討を行

なう。 

構造と原理 構造と原理 
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2019年3月から2020年12月にかけて、骨盤底サポー

ター利用者（n=20)にアンケート調査を行なった。 

  結果   使用開始時の受診状況 

  使用前の状況   使用の動機 
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  使用前の辛い症状の出現状況   使用後の症状改善状況 

  使用後のQOL   その他の意見、感想 

• 気分が軽くなった 

• 予防的に使っている 

• 体操と併用している（2件） 

• ウォーキングが楽しくなった 

• 使っていると気持ちが良い 

• 早く知っていれば良かった 

• 慣れればサポート感があって良

い 

• 他の製品から乗り換えた 

• パートで必須 

• 飲食店なので立ち仕事が楽に 

• 色に白が欲しい 

• 出来ればOPしないで済ませた

い 

• 出産後オペから20年経って再

発 

• メッシュOP後再発、再オペ無

理と言われた 

• コロナでオペが延期になった 

骨盤底サポーターは若年層40代から80代まで幅広い

年齢層で使用されていた。使用後の効果は比較的短

期間の使用であっても、下垂状態の改善が見られ、長

期間に渡って効果の維持が確認された。 

  結果   

骨盤底サポーターは骨盤臓器脱の諸症状の緩和

に短期的、長期的な効果がみられ、保存的療法

の選択肢の一つとしての可能性が示唆された。 

結語 


